
令和５年度第２回徳山中央病院地域連絡協議会 議事概要 

 

【日時】令和５年２月１３日（火）１９：００～１９：３０ 

【場所】ＪＣＨＯ徳山中央病院本館１１階会議室 

 

【次第】 

  １．開会挨拶 

  ２．委員紹介 

  ３．議題 

  （１）徳山中央病院の現状報告 

  （２）年末年始の救急外来状況 

  （３）新型コロナウイルス感染症の院内状況について 

  （４）各委員からの要望等について 

  （５）その他 

  ４．閉会挨拶 

 

【出席者】 

    末永 和宏  （周南市役所健康医療部長） 

    津永 長門  （徳山医師会会長） 

    河村 誠   （徳山歯科医師会会長） 

    岡田 好洋  （徳山薬剤師会会長） 

    中村 悟   （周南市立新南陽市民病院事務局長） 

    西岡 浩司  （徳山医師会病院事務長） 

    進賀 研次郎 （周南市社会福祉事業団事務局次長） 

    大山 政男  （周南市自治会連合会会長） 

    難波 利光  （周南公立大学福祉情報学部長） 

    沼 文隆   （ＪＣＨＯ徳山中央病院院長） 

    三井 博   （ＪＣＨＯ徳山中央病院副院長） 

    原田 有彦  （ＪＣＨＯ徳山中央病院副院長） 

    萩野 勝司  （ＪＣＨＯ徳山中央病院事務部長） 

    西村 綾子  （ＪＣＨＯ徳山中央病院看護部長） 

 

【欠席者】 

越智 裕昭  （山口県周南健康福祉センター所長） 

小林 展衣  （周南社会福祉協議会事務局長） 



【議事概要】 

（１）徳山中央病院の現状報告) 

・令和３・４年度、令和５年４月～１２月の診療実績を比較しながら報告を行った 

 

（２）年末年始の救急外来状況 

 ・１２月２９日～１月３日の状況について資料をもとに説明を行った 

 

（３）新型コロナウイルス感染症の院内状況について 

・新型コロナウイルス感染症での入院患者数や発熱外来の受診者数について報告した。 

 

（４）各委員からの要望等について 

 （質問） 

併設の介護老人保健施設が６月をもって閉館すると聞いているが、病院への影響は

どの程度と考えているか。 

（回答） 

   入所者の状況等、総合的に判断して影響は小さいと考えている。 

 

 （質問） 

近いうちに新棟へ一部移転すると聞いているが、今後の予定等はいかがなものか。 

 （回答） 

新棟は４月３０日から稼働し、今後の医療ＤＸを見越したものとしている。 

 

 （質問） 

   説明を受けた資料の中で、初診患者は６０％程度とあったが、全てに初診時選定療養

費を算定しているのか。 

 （回答） 

資料の初診患者は当科初診割合で、初診時選定療養費を算定する初診患者は 10％程

度である。 

 

（質問） 

   新型コロナウイルスによる面会制限は継続中か。 

（回答） 

現在も人数制限、時間制限を行っている。資料の通り患者数が増加傾向にあるので解

除にはもう少し時間がかかると考えている。また、コロナ検査の実施については、診察

医が判断している。 

 



 （質問） 

   資料では令和５年度は子供ＱＱ患者数が大幅に増加しているが要因は何か。 

 （回答） 

   令和３・４年度よりは増加しているが、コロナ禍前まで完全に戻っていない。 

 

 （質問） 

   ４月から始まる医師の働き方改革の対応状況はいかがか。 

 （回答） 

   Ａ水準である年間超過勤務時間９６０時間以内を目指して取り組んでいるが、診療

科によっては難しい科もあり対応を進めているところである。 

 

（５）その他 

   委員の氏名、役職、議事録を徳山中央病院ＨＰにて公開することが了承された。 


